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キタイ設計 株式会社 （0748）46-2336 株式会社 日建設計 （06）6203-2361

株式会社 キンキ地質センター （075）611-5281 株式会社 日本インシーク （06）6282-0310

株式会社 KGS （072）279-6770 日本基礎技術 株式会社 関西支店 （06）6351-0562

株式会社 建設技術研究所 大阪本社 （06）6206-5700 日本物理探鑛 株式会社 関西支店 （06）6777-3517

興亜開発 株式会社 関西支店 （072）250-3451 ハイテック 株式会社 （06）6396-7571

株式会社 興陽ボーリング （06）6932-1590 株式会社 阪神コンサルタンツ （0742）36-0211

国際航業 株式会社 関西事業所 （06）6487-1111 阪神測建 株式会社 （078）360-8481
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会 社 名 電話番号 会 社 名 電話番号

株式会社 アサノ大成基礎エンジニアリング 関西支社 （06）6456-1531 株式会社 綜合技術コンサルタント （075）312-0653

株式会社 アーステック東洋 （075）575-2233 株式会社 ソルブレイン （06）6981-3330

株式会社 JFDエンジニアリング （06）6531-3326 株式会社 兵庫コンサルタント （0799）28-1074

株式会社 創研技術 （088）652-0077
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　本年７月から技術顧問としてお世話になっています。少し長い文章になり恐縮ですが、自己

紹介を兼ねて着任のご挨拶を申し上げます。

　１９８１ 年に神戸大学修士課程を修了してから ２０２２ 年３月末に神戸大学を定年退職するまでの

4１ 年間に亘り、大学の研究者・教員として地盤調査を主軸とした教育研究に従事して参りまし

た。その間、ロンドン大・北大・アジア工科大学院（AIT、タイ王国）・神大と国内外の５つ

の教育・研究機関でお世話になりました。

　研究生活前半の約 ２０ 年間は、地盤材料の室内せん断試験方法の基準化と試験装置の研究開

発に没頭しました。試験装置・方法の基準化においては、土の強さや硬さを要求される所定の

条件と精度で測定できること、試験基準通りの試験を実施すれば試験装置と試験者によらず同

じ結果が得られること、が２大目標です。そのために国際・国内地盤工学会の技術委員会を活

動のベースとして、豊浦砂を用いた室内ベンダーエレメント試験の国際・国内一斉試験を実施

し、自己主張の強い欧米の研究者を相手に説得力のある実験データを積み重ねることで、何と

か国際試験基準を取りまとめました。一方、一面せん断試験の基準化では、欧米方式の載荷板

がせん断中に回転する構造はせん断強度を過小評価するため三笠式装置の方が原理的に優れて

いること、但し、せん断箱と土との摩擦の影響がなくせん断面の直応力を正しく測定するため

に載荷板と反対側で鉛直荷重を測定すること、上下せん断箱の隙間はせん断層の自由な形成を

阻害しないように土のせん断層厚さ（平均粒径の 10 〜 20 倍程度）よりも大きく設定すること、

等の本質的な改善点を盛り込みました。中山義久専務理事には、当初からつい最近に至るまで、

地盤工学会基準化委員会の主力メンバーとしてご尽力頂きました。

　研究生活後半の約 ２０ 年間は、各種室内土質試験結果の工学的適用に関する研究に主軸を移

しました。この種の研究テーマに着手する端緒となったのは、日本政府から AIT に派遣され

た時のバンコックメトロ建設工事での実経験です。設計は英国最大手のコンサルタント会社、

施工は日本のゼネコン３社でした。人口密集地において軟弱粘土地盤をオープン掘削してコン

クリートボックスを建設する近接工事において、仮設支保工の反力算定と周辺地盤の変形予測

に必要な軟弱粘土の変形係数（バネ係数）の評価方法に関して、コンサルタント側の提案とゼ

ネコン側の利害が対立していました。当時、微小ひずみにおける室内変形試験の基準化に従事

しており、たとえ軟弱粘土であっても三軸試験での軸応力〜軸ひずみ関係は広い範囲のひずみ

領域で強い非線形性を示し、10-6（0.0001%、10cm の供試体では 0.1 μ m の軸変位に相当）の

真の弾性ヤング率 E0 は、10-3（0.1%）のひずみでは約半分にまで低下すること、さらに通常

の一軸・三軸試験から求めた 10-2（=1%）のひずみレベルに相当する「みかけの弾性係数

実務に役立つ土質試験

顧問　澁
しぶ

谷
や

　啓
さとる

（神戸大学名誉教授）
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E50」は、E0 の 1/10 程度であることを室内実験により明らかにしました。この室内試験結果

と事前の数値解析結果から、掘削地盤のせん断ひずみは 0.0001% 〜 0.1% の範囲にあり、E50

ではなく微小ひずみでの変形係数を非線形弾性解析に用いることを提案したところ、予測値と

観測値が見事に整合しました。私にとっては、室内試験が実務に役立つことを強く実感した初

めての現場でした。さらに、変形係数は試料採取時の乱れの影響により極端に小さくなること、

欧米や東南アジアで主流のシェルビー管を用いて採取した試料は使い物にならない程に乱れて

いること、高品質な試料を採取するためには我が国の固定ピストンシンウォールサンプラーが

良いこと、この乱れの少ない試料を用いた室内試験から求めた 0.0001% のひずみレベルでの変

形係数は原位置せん断弾性波速度測定から求めた弾性係数と見事に一致すること等、現場問題

の本質的な理解と解決のためには、原位置調査、サンプリングおよび室内試験は常に三位一体

であることを学びました。また、根拠に乏しい勝手な思い込みと欧米主流のルーチン化した調

査設計手法の無批判な適用が地盤工学の進歩の足枷となることを実感した事例でもありまし

た。

　ところで最近、熱海市の土石流災害を受け、盛土規制法（通称）が成立しました。N 値を拠

り所とした現行設計法を用いると、地震時安定性がアウトとなる既存盛土が少なからず存在し、

弊所でもこの種のご相談が増えています。個人的には、現行設計法に付随する方法論をそのま

ま既存の土構造物の安定性評価に用いることには限界があると考えています。盛土の現況をあ

りのままに評価するとの発想に立てば、乱さない試料を用いた室内せん断試験から求めた飽和

強度を用いる、地下水等の観測結果から盛土が常に不飽和状態にあると判断できれば不飽和試

料を用いた定圧一面せん断試験結果を用いる、さらに地震時の許容変位を設定して

Newmark-D 法を用いて変形照査する、等の救済のための段階的な手立てが考えられます。ま

さに、地盤調査・室内試験・解析の一連の流れを強く意識した方法論の適用です。大工さんが

丹精込めて道具を手入れし、技術を磨くことはとても重要なことだと思います。一方で、この

種の職人的技能の向上が最終目標である建築物の性能・安定にどのように寄与するのかについ

て知ろうとすることは、技術者としての正しい姿であり、土質試験者のインセンディブの向上、

ひいては職業的価値の創造に役立つと信じています。

　長文となり申し訳ありませんが、決して自慢話ではありませんのでどうか誤解しないで下さ

い。地盤材料の室内試験の実務問題への普及は私にとってのライフワークの一つと考えていま

す。地盤調査は地盤工学の実務にもっともっと役立つ、だから土質試験を決して軽んじてはい

けないことを組合員の皆様および職員の皆様とともにこれからも社会に向けて発信し続けたい

と強く思っています。今後ともどうぞよろしくお願い致します。
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定例理事会 Regular board of directors9月

　 令和 4 年 9 月 26 日（月）15 時 00 分より、大阪キャッスルホテルにて理事 10 名が出席して
開催した。
定款の定めにより、寺西理事長が議長に就任し議事進行を行った。 

 1 ）一般経過報告
  8 月の会議・会合・行事について報告した｡
 2 ）8 月分事業報告の件
 3 ）組合職員採用について（令和 5 年 3 月高校卒）
 4 ）第 43 期臨時総会当日のスケジュールと費用について
 5 ）藤村職員の休職期間延長について

 1 ）顧問について

［報告事項］

定例理事会10月

　令和 4 年 10 月 31 日（月）15 時 00 分より、ガーデンシティクラブ大阪にて理事 8 名が出席
して開催した。
定款の定めにより、寺西理事長が議長に就任し議事進行を行った。

 1 ）一般経過報告
  9 月の会議・会合・行事について報告した｡
 2 ）9 月分事業報告の件
 3 ）広報小委員会開催報告
 4 ）ジオ・ラボネットワーク経営懇談会・臨時会開催報告
 5 ）新年お年賀及びカレンダー配布の件

 1 ）第 43 期臨時総会議案書（案）承認の件
 2 ）第 43 期臨時総会担当（案）の件
 3 ）道路側フェンス改修について

［報告事項］

［審議事項］

Regular board of directors

［審議事項］

　 　 　 　 　  ☆  お 知 ら せ  ☆
◯ 組合員企業代表者変更
　　会　　社　　名　　　株式会社メーサイ
　　代表取締役社長　　　（新）長谷川　剛　　（旧）中野　真治
　　日　　　　　付　　　令和 4 年 9 月 23 日付
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　9 月 1 日（木）に、日本材料学会関西支部主催の第 71 期第 1 回見学会「㈱神戸工業試験場播

磨事業所工場見学」に中山専務理事と参加してきました。

　㈱神戸工業試験場播磨事業所工場では、金属や樹脂・ゴム・プラスチック等の様々な材料を

試験片に加工し、疲労試験やクリープ試験等の試験や、化学分析等も行っている事業所で、か

なり大きな工場でした。

　工場の入り口には「試験片供養塔」があり、その前で集合写真を撮りました（写真）。この

供養塔は、「試験時間はすごく短いものの、試験片 1 つ 1 つに込める職人の熱い思い」を供養

するものと説明がありました。

　工場内見学では、切断機の部門、研磨の部門など数多くの試験機を見学させていただきまし

た。特に印象に残ったのは、切断部門で、材料を加工する際に、材料に与える影響について説

明があり、金属の試験片 1 つ切断するにしても、切断面には熱によるダメージがあり、その数

ｍｍの部分については影響を最小にするように研磨すると説明がありました。

　今回の見学を通じて、試験片供養塔や現場での説明は、試験片に対する思いがすごいなと思

いました。私も、扱う材料が違うものの、供試体を成形するときには、今よりもっと供試体に

与える影響を常に意識し、成長していかなければいけないなと思いました。

試験片供養前での集合写真

㈱神戸工業試験場　播磨事業所工場見学
地盤技術室　服部　健太
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　この度、8 月 1 日から 8 月 31 日まで 1 ヶ月間、育児休業を取らせていただきました。中山専
務理事および松川センター長、森副センター長、会社の皆様には多大なご配慮を頂きました。
心より、感謝申し上げます。ご存じの通り、育児休業法（現育児介護休業法）は平成 3 年に制
定、平成 4 年から施行されました。施行 30 年目を迎えた現在、男性は 12.65% 年々上昇しては
いますが、女性の 81.6% に比べると大きな差がありました。そこで、社会全体で男性の育児休
業取得を促進するとともに、職場全体の雇用環境整備を進めるため、図 -1 のように令和 3 年改
正されました。令和 4 年 10 月 1 日からは出生時育児休業（産後パパ育休）が創設されました。
制度周知・休業取得意向確認の措置を事業主に義務付ける等、男女とも主体的に育児ができる
ような環境つくりが期待されています（厚生労働省：育児・介護休業法令和 3 年（2021 年）度
改正内容の解説）。
　男性がもっと育児に積極的に参加するこ
とについて、ここまで制度を作らなければ
ならないかと思いましたが、私が当事者と
なり育児を経験してみると、母は凄い、尊
敬以外の言葉は思いつきません。更に、育
児休業制度は必ず必要であると思いました。
他の女性と同様に、妻も出産後ホルモンバ
ランスの変化、腱鞘炎による手首の痛み、
腰の痛み、育児のストレス、寝不足、精神
的な不安等、必死に自分を犠牲しながら毎
日を過ごしています。妻が少しでも心身と
もに安静にし、楽になれるのであれば、夫
ができるのは一緒に育児に参加し、妻をサ
ポートすることだと考えました。育休中の
生活を簡単に説明すると、約 2 時間〜 3 時
間ごとにミルクを飲ませます。授乳の前後
にはおむつを交換し、1 時間後には寝かしつ
けをしますが、なかなか寝てくれません。大体 30 分〜 1 時間寝るので、その間に掃除や洗濯
の片付け、お風呂の掃除や沐浴、朝、昼、夕食の準備、買い物等が基本で、他にもやらなけれ
ばならないことが沢山あります。また、大概は思い通りに進みません。短い期間でしたが、育
児休業制度を利用して良かったと思います。慣れないことだらけで、毎日大変でしたが子ども
が私を見て笑ってくれるようになったのが一番の喜びです。お金には換えられない大変、有意
義な時間でした。改めて、会社の皆様にはご配慮を頂き、誠にありがとうございました。今後
とも宜しくお願い致します。

育児休業について

図 -1　改正後の働き方・休み方イメージ（例）
「厚生労働省：育児・介護休業法令和 3 年

（2021 年）度改正内容の解説」より

地盤技術室　李
い

　 俊
じゅん

憲
ほん
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　9 月 4 日、京都府の精華町東光小学校で開催された、京都府の防災訓練に参加しました。
　今回の訓練は直下型地震並びに近年の集中豪雨等による水害の複合災害を想定したものでし
た。会場には自衛隊や日本赤十字、通信会社等様々な方々が参加されており災害にどのように
備えるか、災害が発生した後どのように対処するかの展示、訓練が行われていました。
　センターは関西地質調査業協会の方々と共にブースの展示を行いました。内容としましては
液状化模型実験装置、テールアルメ工法の解説模型、関西地区の災害時の状況および京都盆地
周辺の地質図、数々の出版物が主な出展内容でした。天候に恵まれたこともあり来場者も家族
連れの方々を中心に多く訪れられ、大人から子供まで興味深げに展示を見学されていました。
　ほかのブースでは災害救援物資の配布、通信会社による緊急時の連絡手段の説明、自衛隊に
よる救出訓練等が行われていました。救出訓練では要救助者の確認にドローンが飛んでおり、
技術の進歩に驚きました。
　今回、防災訓練に参加し災害の危険性、災害に対する備えの重要性を改めて痛感しました。
南海トラフ巨大地震等いつ発生してもおかしくはない災害に備えるためにも、様々な知識を蓄
え防災活動に取り組んでいきたいと思いました。さしあたり家に常備している災害用備蓄の消
費期限を確認したいと思います。

令和 4年度　京都府防災訓練参加報告

地盤技術室　林　峻平

要救助者を確認するドローン災害救助訓練

展示を見学する来場者の方々① 展示を見学する来場者の方々②
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　9 月 6 日に 2022 年度“ジオ・ラボネットワーク”技術研修会が web にて開催されましたので、

ここに報告いたします。

　はじめに、“ジオ・ラボネットワーク”とは、全国の土質試験協同組合（9 組合）により構成

されている組織で、地盤材料試験のエキスパート、業界の試験室として信頼いただけるように

なることを目的とし、ネットワーク間での業務協力及び支援、技術の交流を図り平成 19 年よ

り活動しています。本研修会もそれらを実践していく活動の一つとして年 1 回行われている研

修会になります。

　しかしながら、一昨年はコロナ禍ということで中止となり、昨年は対面ではなく web での

開催、残念ながら今回も web での開催となりました。

　研修会の内容としては、各組合の近況報告が行われ、技術的な話や効率化を図るための工夫

等々について議論が行われました。その後、関東土質試験協同組合の杉本顧問より、関東地方

の地質の成り立ちに関してのご講演がなされました。我々関西の人間にとって、関東の地質に

ついての話はあまり耳にする機会は少ないので、非常に良い勉強になりました。

　今後も、“ジオ・ラボネットワークの一員”として、このような機会を大切にし、その中で

技術面・業務面においても相互に協力できる関係を築いていきたいと考えています。

2022 年度 「第 10 回 “ジオ・ラボネットワーク ”
技術研修会」 参加報告

センター長　松川　尚史

研修会中の web 画面の様子
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令和 4年度 「兵庫県まちづくり技術センター
研修会」 開催報告

センター長　松川　尚史

　兵庫県まちづくり技術センター主催による、兵庫県職員および周辺市町村職員の方々を対象
にした「地盤調査の体験・土質試験実習に関する技術講習会」が 10 月 21 日に開催されました。
センターで行われるのは今年で 11 回目となります。本研修会は関西地質調査業協会が全面的
にサポートしておられる研修会で、当センターも微力ながらお手伝いをしている研修会なります。
　一昨年、昨年に続き、受講者は 19 名とコロナ前に比べ大幅に人数を減らしての開催となり
ました。センターではボーリング調査現場講習と土質試験の見学が行われました。午前中は写
真 -1に示すように、ボーリング調査に関わる講習を行いました。全員がボーリングマシンの
周りに集まり、標準貫入試験の手順、採取試料観察時の注意点、ボーリング調査の留意点につ
いての説明が行われました。また、写真 -2のようにモンケン（63.5kg）を持ち上げ、その重
さに受講者は驚かれている様子でした。研修会終了後も日頃の疑問等を熱心に質問する方もお
られ、“見て・聞いて・触って”の重要性をひしひしと感じとることが出来ました。
　午後からは受講者が 3 班に分かれて、写真 -3、4に示すように土質試験の見学を行い、各試
験の概要説明及び実演はセンター職員が担当しました。見学時には熱心に質問される方も多く、
土質試験について新たな認識をお持ち頂けたかなと感じています。また、日頃、ボーリングや
土質試験に携わることの少ない方々も、丸一日の研修を受けられ、満足げな表情をされていた
と感じました。
　次年度においても本研修会がセンターで行われるのであれば、より良い研修会に出来るよう
にしていきたいと考えています。

写真 -4 三軸試験説明（仲西職員）写真 -3 物理試験説明（田上職員）

写真 -1 ボーリング見学風景 写真 -2 モンケン重さ体験
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　この号が発刊されている頃には、カタールでサッカーワールドカップが開催さ

れていることだと思います。我が日本代表は、歴代優勝国にどのような戦いがで

きる ( できている ) でしょうか？

　サッカー絡みですが、イエローカードやレッドカードに出し方があるのをご存

知でしょうか？正式には、カードを持った腕を真上に伸ばして掲げます。たまに

テレビ番組などで観られる、カードを対象者の顔の前にかざすのは NG です。こ

れは、カードの対象が「その人」ではなく、「その人の今の行為や振舞い」を示

すからです。

　では、我々が部下や後輩に注意や指導をする場合はどうでしょう。意外と「そ

の人」に叱りつけていることはないでしょうか？「だから、お前はダメなんだ !!」、

「どんな育ち方をしてきたんだ !!」などなど、まだ「ハラスメント」という言葉が

広まる以前は、明らかにこのような行為があったと思われます。

　今の時代だからではなく、人を人として尊重し、本人が真に成長してもらうた

めにも、指導する側や躾をする側は、どこに焦点を置くかが大事だと思う今日こ

の頃です。

                                                     （㈱関西土木技術センター　荒谷　賢一）

委員の独り言
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編集後記

　朝夕は涼しくなり、すごしやすい季節になりました。
　今年は私の住んでいる地域において、3 年ぶりにだんじり祭りが開催されました。
　約 1 〜 2 ヶ月前より、毎日地域会館に集まり、準備や会議（殆どが飲み会）を繰り返し、
非常に楽しい時間を過ごすことができました。
　また、地域の同級生達の元気な顔も見れて良かったと思います。
　さて、祭りの時の私の持ち場ですが、小学生（子供会）〜中学生（少年団）の担当となっ
ています。小学生〜中学生ともなれば、全力で走られると 50 歳前後の中年のオッサンは
ついていくのに必死です。
　2 日間の祭りが終わった後は廃人同然の状態ですが、子供たちから「2 年分の思いを込
めて目いっぱい綱をひけて楽しくて嬉しかった」等の声を聞くと、疲れも吹き飛ぶような
思いになります。
　今後もこのような地域の行事等を大切にし、つながりを大切にしていきたいと改めて感
じました。
　最後に、だんじり祭りの際に写真を撮影していただいた株式会社 KGS の今西様、この
場をお借りしてお礼申し上げます。いつもありがとうございます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ハイテック㈱　 曽根　直樹）

50 歳前後のオッサンの絵面（今西様撮影）
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組合員・賛助会員名簿
【組合員名簿】 （50音順）

会　社　名 電話番号 会　社　名 電話番号

株式会社 アテック吉村 （072）422-7032 株式会社 タニガキ建工 （073）489-6200

株式会社 池田地質 （06）6797-2280 株式会社 地域地盤環境研究所 （06）6943-9705

株式会社 勇コンサルタンツ （06）6306-6907 株式会社 地圏総合コンサルタント 四国支店 （0897）33-3123

株式会社 インテコ （0742）30-5655 中央開発 株式会社 関西支社 （06）6386-3691

株式会社 エイト日本技術開発 関西支社 （06）6397-3888 中央復建コンサルタンツ 株式会社 （06）6160-1121

株式会社 オキコ コーポレーション （06）6881-1788 株式会社 東京ソイルリサーチ 関西支店 （06）6384-5321

応用地質 株式会社 関西事務所 （06）6885-6357 株式会社 東建ジオテック 大阪支店 （072）265-2651

川崎地質 株式会社 西日本支社 （06）7175-7700 東邦地水 株式会社 大阪支社 （06）6353-7900

株式会社 関西土木技術センター （075）641-3015 土質コンサル 株式会社 大阪事務所 （072）634-6373

株式会社 基礎建設コンサルタント （088）642-5330 株式会社 中堀ソイルコーナー （06）6384-9069

基礎地盤コンサルタンツ 株式会社 関西支社 （06）4861-7000 株式会社 日さく 大阪支店 （06）6318-0360

キタイ設計 株式会社 （0748）46-2336 株式会社 日建設計 （06）6203-2361

株式会社 キンキ地質センター （075）611-5281 株式会社 日本インシーク （06）6282-0310

株式会社 KGS （072）279-6770 日本基礎技術 株式会社 関西支店 （06）6351-0562

株式会社 建設技術研究所 大阪本社 （06）6206-5700 日本物理探鑛 株式会社 関西支店 （06）6777-3517

興亜開発 株式会社 関西支店 （072）250-3451 ハイテック 株式会社 （06）6396-7571

株式会社 興陽ボーリング （06）6932-1590 株式会社 阪神コンサルタンツ （0742）36-0211

国際航業 株式会社 関西事業所 （06）6487-1111 阪神測建 株式会社 （078）360-8481

株式会社 国土地建 （0748）63-0680 株式会社 ビュー設計 （088）665-7360

サンコーコンサルタント 株式会社 大阪支店 （06）6121-5011 復建調査設計 株式会社 大阪支社 （06）6392-7200

有限会社 ジオ・ロジック （072）429-2623 双葉建設 株式会社 （0748）86-2616

株式会社 白浜試錐 （0739）42-4728 報国エンジニアリング 株式会社 （06）6336-0228

株式会社 ソイルシステム （06）6976-7788 株式会社 メーサイ （06）6190-3371

株式会社 大同ソイル （0745）63-1850 明治コンサルタント 株式会社 大阪支店 （06）7178-1659

株式会社 ダイヤコンサルタント 関西支社 （06）6339-9141 株式会社 ヨコタテック （06）6877-2666

【賛助会員名簿】

会 社 名 電話番号 会 社 名 電話番号

株式会社 アサノ大成基礎エンジニアリング 関西支社 （06）6456-1531 株式会社 綜合技術コンサルタント （075）312-0653

株式会社 アーステック東洋 （075）575-2233 株式会社 ソルブレイン （06）6981-3330

株式会社 JFDエンジニアリング （06）6531-3326 株式会社 兵庫コンサルタント （0799）28-1074

株式会社 創研技術 （088）652-0077
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守口 JCT

摂津南 IC

摂津北 IC

吹田ＩＣ

淀川

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル

（協）関西地盤環境研究センター

シオノギ製薬
摂津市役所

ダイエー摂津店 日本通運

近鉄バス鳥飼車庫

日産
一津屋交差点

新幹線鳥飼基地

中国自動車道

至 大阪空港

至 西宮

至 新神戸 至 梅田

近
畿
自
動
車
道

岸
辺

正
雀

摂
津
市

千
里
丘

南
茨
木

南
茨
木

JR
京
都
線

東海
道新
幹線

阪
急
京
都
線 沢

良
宜

南
摂
津

摂
津

大
日

安威川

①南摂津駅（大阪モノレール）より徒歩12分　　　②JR岸辺駅よりタクシーで約10分

新大阪駅より地下鉄御堂筋線に乗り千里中央駅でモノレールに接続、千里中央駅から南摂津駅まで21分

至 京都至 京都

至 京都

至 門真市

至 河原町

名
神
高
速
道
路

N

徒歩5分

①

②

新大阪

千里中央

江
坂

地
下
鉄
御
堂
筋
線

北
大
阪
急
行
南
北
線

新幹線
公園前
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